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DTX502 

ファームウェア アップデートガイド 

 

 
 
ヤマハ製品をご愛⽤いただきまして、まことにありがとうございます。 
このアップデートガイドには、DTX502 本体ファームウェアのアップデート⽅法、およびアップデート内容が記述されています。 
アップデートによって追加された機能の詳細につきましては、以下のウェブサイトにある DTX502 のバージョンアップに関するドキュ
メントを参照してください。 
ht tp: / /download.yamaha.com/jp/ 

 

■ご注意  
・ 本アップデートプログラムは、DTX502 Ver1.30 未満が対象です。 
・ ユーザーアップデートは、お客様ご⾃⾝の責任において⾏なってください。 
・ アップデートには以下のコンピューターが必要です。 

Windows7 32bit/64bit、Windows8.1 32bit/64bit、Windows 10 32bit/64bit 
・ アップデートは数分かかります。アップデート中にコンピューターがスリープモードに⼊らないようにしてください。 
・ アップデートを⾏なうときは、コンピューターでアップデートアプリケーション以外のアプリケーションの起動および操作は⾏

なわないでください。 
・ アップデート中はぜったいにケーブルを抜いたり、電源を切らないでください。本体が動作しなくなるなど、故障の原因に

なります。 
・ アップデート操作の失敗で本体が動作しなくなった場合は、もう⼀度アップデート作業を⾏なってください。それでも本

体が動作しない場合は、最寄りの特約店またはヤマハお客様コミュニケーションセンターへご相談ください。 
・ 掲載されている会社名および商品名は、各社の商標および登録商標です。 

  

JA 
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バージョンの確認⽅法 

本体の[SHIFT]ボタンを押しながら、電源を⼊れます。 

 
 
画⾯に「Ver 1．30」未満の表⽰がされた場合は、アップデートを⾏ないます。 
「Ver 1．30」と表⽰された場合は、アップデートの必要はありません。 
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Windows アプリ(DTX502 updater)からのアップデート 

1. [  ] (スタンバイ /オン)スイッチを押 して、いったん DTX502 の電 源 を切 ります。  

2. DTX502 本 体 とコンピューターを USB ケーブルで接 続 します。  

3. [   ]ボタンを押 したまま [  ] (スタンバイ /オン)スイッチを押 して、DTX502 の電 源 を⼊ れます。  

 

4. DTX502 がアップデートモードで⽴ ち上 がったことを確 認 します。  

アップデートモードの場合、画⾯に「Update」と表⽰されます。 

5. コンピューター上 でアップデートアプリケーション「DTX502 updater.exe」を起 動 します。  

6. アプリケーションの [Update]ボタンをクリックして、アップデートを開 始 します。  

アップデートが完了すると、アプリケーションに「Update completed.」と 
表⽰されます。 

 
 
 

7. コンピューターのアップデートアプリケーションを終 了 します。  

8. 本 書 の「バージョンの確 認 ⽅ 法 」にしたがって新 しいバージョンになっていることを確 認 します。  

 

以 上 でアップデートは完 了 です。  



Manual Development Group 
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主なアップデート内容 

【V1.20 → V1.30】 
 
・ パッドタイプにドラムトリガーDT50S/DT50K ⽤が追加されました。 
・ トリガーセットアップに DT50、DT50Mesh が追加されました。 
・ インプットエクスチェンジ機能が追加されました。 
・ コピートリガーに 2 ピエゾのコピー機能が追加されました。 
 

■更新履歴  
【V1.10 → V1.20】 
 
・ トリガーセットアップに DTX582K が追加されました。 
・ パッドタイプに KP100 が追加されました。 
 
【V1.00 → V1.10】 
 
・ ３レイヤーおよび４レイヤー設定が追加されました。(Snare の「インスト」のみ) 
・ データセーブ時のフラッシュ ROM へのバックアップデータ書き込みタイミングが変更されました。 
・ トリガー⼊⼒端⼦⑩、⑪、⑫のインプットに関する感度パラメーターが微調整されました。 


